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出じめlニ  

ビリメタミン1言責のロイコヰトゾーン病の予砺薬として童効であ  

るとされてし、るが、その予砺初更については椒試演か同病に層義ヌ  

ほ人工或東鶉富岡いないと出来ない。当薦では木演の発生左未だみ  

ないので、本試験は揮濠は産卵親友同いてその産卵状況よりどりメ  

タ三ンの着艦を淘姦した。  

試贋方茸   

／、展試弔および試験区分・  

棋試囁は／ダ∂よ卒魯′；＼化しに当場のC系癖、A東萩の素歳閣  

女寵鶉タロ調を2逐lこ別けて窮／真の泰りの試廉直分としに。  

第／農  試歎 区 分  
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示㌫二二丁指示 ビリメタミ・ノ／   試 験 区i よロ  

よ、供試飼料および給与方法  

映試飼料は第2象に京す鹿合割合－の飼料左耳断給与し、蒼顔  

は／日／詞∂クβ濯象給与し、かきか、らは茅野給与とLたっ  

鮪⊇泉 辟試飼料配合割合  
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詮／、） 暴威配合の配合勘合  
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ビタミンAD3剖♂．♂∫ ビタミンち潮玖♂g  
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誌よ、） 試験区は済試品添加により、とうもろ＝し、小夢の産合勘合  

をク、∫舛ずつ瀬じて滴靡しに。   

3．択試射料  

展試崩斜ほ馴旨大豆冶l＝ピりメタミン左襲合し仁もので／♂♂きゆビリ   

メタミンよ∫ク修 を倉靖する。  
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4．試験期間および飼養管理  

試礫期間は／グ∂3年¢円／占 甘から同定占円∂ロ 甘のア∂日間とし亡   

飼養華厳は平鹿とし哲理は当場の弼漬によっ亡。   

5．葡変及び測曳  

α．産卵は圃匪別に唇日穀慶した．   

＆．飛車は素月′∂ 日より∫1ヨ間の爵愛を個体別に笥】定した。   

C．味蕾は試験蘭禍痔と終了痴および／ケ月毎に牌株別に測度し仁。   

d．飼料抱顧皆は／ケ月ごとと終了軌＝軌こよりその実矧東署を讃岐し∫∴  

試常着果  

寮 3 泉、 重 野 戒痘  

試険開始蘭  
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紳弼拙 華験鼎圃  董平均  
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産解式鰭ほ帯3表の逸t）モ試殿閉肇覇／∫同閤の虔華＝ま夷餌広げ㌫ワノ痛   

試詮荘∂ヌβ炒で、詞直の閤に素意．差は諌められ甘い。  

試験期間中南京典麗苑、淘沐鶏は／対もどく是句歴羽教は両区鶉／〟∫   

羽でぞの産紺率ば両区共釦ク 妙前後邑楚過し平内してう十勝区♂♂、3富根   

区あげ〆で両区の閤lニ板東髪一ナ痕められ月し、。   

櫛動古材み表の貞勤で試験南柏副3凋の平出餌垂は対照置穂ウ算 式康広   

ぬ、デクモあって、・試験開始儀容婿の温恵顛の産みづかれと最澄の上昇と   

超言って市泣共珍本域小しと。その或少率は試験問や前の3月の肝要雀  

／“フとしにお教卒身蔚鼠タグ／試簸区P占ヱであった。  

ヱ、飼料の勒密造及てズ健一褒状箇  

軒、ナ泉  飼科の藩取葦  

信う H    魂▲／ケ月日  察ユウ咽  蘇jケ柑！    jロg  J／甘  ．／、㌻胃  劉照区  ／羽当  上が㈲  ∂、¢仏ユ  在ナウ7   ／日／詞基  ／′∂、／  ／／〟P  ／クぷユi   
試験区   

′甘／諾皆   ′ノユノ   ／qス／  ／∂3、0   

／ヨ司当   ∂、3占コ   ∂、3プロ  ト紺J  

・・・・∴  

訝，夕／J  

／／／．（フ  

ご㌧f－占  

・冨、2Z7  

禦  

努 畠 豪＿、 イ本．  匿  

飼料原瀬睾】ま各区＝、とに蒋刻したもの左 ノ罰当りに堺出し「二ものであろ。  
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武藤期間平内で対照区は／／′g試廉直は′∂gj穿と苦手討取区が  

多く贋厳しているが飼署要求率は封凰区よ∫ムで竜顔荘はよ、占／と  

養に試寮正和洛下卑し1。   

塔褒状繚甘外観上の漁の活力、巣便はどより放棄するに前蕗  

の間に毒突は皆のられ甘い。   

草杓および脊索   

産卵親和蘭閂試合顔料中にロイコヰトゾ」：ン義子簡薬ピりメタミ  

ン首／宛赤恥し仁その産卵、辟康状欝を要約すれぼお）壷りである。  

／、庭師奉は対照区紬3ヲる試；険直♂′♂％下雨着の簡に詔麿差は認  

められはし1。  

2、節電け哉験期蘭が・と月中／デカ＼ら∫R占Rの余間で、あったので  

試験閤備前の3河の閉塞よりは両区共霧干耳ケLており3日の  

郷雷を／のフヒし に積数で、対’取直タグ／哉取直ダん之 であった郵  

券哉常にf＝十る岬垂の測定は長月／∠ 甘から∫日射の珊を秤草  

し仁ものであって試験開閉中の全生産康＝こついて評葦L「＝もの  

で＼ないので＝の点滴渡部のJ政孝がある。  

ふ飼料の威常襲は斯間中平河／詞塗り対照区／／／多 額教区／ク訊3  

タで対辟区がわず侶二多く＼飼革賓水車で、は対照直〕∫∠試聴註  

ふ占／ヒ遵lニ試教区がれずかに多い。飼料要求率の辞出にあにっ  

ては全室屡卵の岩村更により凝血丁へL、ぎであるか本式綬におい  

ては島閂ノ占 日から∫日間の生畢即につし、て樹林別に秤睾Lた  

も♂）で、ぞの平内値より余生産珊魯を演出しとものである。  

4．タト厳から鹿察し仁渓の辟凍状態ばその活力、承諾色晋による  

貧一血の栄藤、好便はど両区の園に塞舞は褒められ甘かった。   

以上の蔵轟からよ（3ケ月間ヒりメタこニンを／％認加Lた場  

合その産牒、鍵商状際甘ビ、史同約屠地力＼らは痺に目立った密  
宮はないものと思われる。ビリメタ三ン／妙案仰が乗のロイコ  

ヰトゾーン病に丼すき予簡■勿来があると甘れぼ木南の碑に発生  

するス∂、チ再の3ケ月の乗用相投与ぼ奉養あるものと思考主れ  

るかビリメタミゝの常lニう寸する素性I＝ついてlま血液検轟による  
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赦血塊終盤、帝髄並びに顎暴虐杏と伴せ洛最期の飼養試験によち甘けれ  

ぼならない。  

／夕、産j栂鶏に貞音する枇轟飼料－；恭和葡」（アーサ  

ニリン）の給与試験  

丼 賭 ノ金 こ  ゑ 倉 滴 ｝  

殿 内 正芳  清 水 明 良   

はじめに  

匪東都を伺牒に徽章添加寸5＝とにより、章節の曙遮、飼料初茸くこり政一完に  

海豹であうとの義外主献が多い。／へ3）又幼禽の梵商促進剤常につし、て早1誓ヨ  

山番試l二あいて離の発語促進功業置忍め、中州（茨木大）¢）厄フィシニ乙ソ  

リラブルとの辟間について隋並びにア＞ゴラ鬼の賢帝、宅卦二つし、て効果乙  

計めている－ユ   

当漠lこおいても閣知3∫年産帝弟に対する給与試験左行ったがその嬉宋†ノ．  

南訊ば成績′け欝られ甘カ＼った．∫） 今回はその添加量を雲千慮して、家カ＼ら  

敷の晴期tニついてぞの産卵、腐料効率ばどについて試慶しに。  

試験方宏   

／、戯試鶏及び試験区分  

僻試商は／タ∠2年思絹）；＼化の革労白色レグ席－ン鼻腔∫¢詞陸在羽貰同  

・いて、コ区lニ別け箭／泉のとおりの試痩区を軌十に。  

尚、試壌閤準蔚／∫日闇の予感阿南苦行い、対蔽、試験両区の産射、  

血溌ぼど出来るだけ灼－のものとした。  

第／泉、歩ミ 勝 田 カー  
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之、麒試飼料及び給与分漬  

供武原科ば粛ヱ衷に未寸、配合割合の飼料左不断準与し、頼領は／臼  

／羽30多寡女給与し、かぎ澤、らぼ剃容番で不断給与としと。  
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